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CRにおける加硫促進剤の加硫性能について(12)

前Ill! o, 非硫黄変性クロロプレンゴム(CR)の貯蔵安
定性について紹介した． 今回は， 前1且刊使用した1JU硫促進
剤に6Cを併用した場合の貯蔵安定性について紹介する．

6Cはアミン系老化防止剤の中では貯蔵安定性の影響が小
さい 2).

表lにムー ニ ー スコ ー チ試験， 図lに加硫曲線を示す．

6Cを配合した場合すべての加硫促進剤で貯蔵安定性が
悪くなり ， 貯蔵後のスコ ー チはかなり速くなる. PRは
Vmの上昇が穏やかだったが ， 6Cを配合すると貯蔵10日
後でVmが著しく上昇した． アミン系老化防止剤を配合す
る場合は， どの加硫促進剤においても貯蔵安定性に注意が
必要である．

実験

1. 配合
CR※ 100, 酸化亜鉛5, SRF 30, 酸化マグネシウム4,

ステアリン酸1. 6C 2, 加硫促進剤
※非硫黄変性タイプ

(3)未加硫ゴム貯蔵安定性； 40℃ 
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ここに記載した内容は， 細心の注意を払って行った試験
に基づくものでありますが ， 結果をすべて確実に保証する
ものではありません ．

表1 40℃貯蔵前後のム ー ニースコ ー チの結果

加硫促進剤
配合最[phr]

初期 Vm 
t5 [min] 11.8 6.3 15.5 7.8 

······································-··········-----·······------·····-------·····-

7 El Vm - - 68 100 
放置後 t5 [min] - - 5.5 5.0 

············································· ヽ ←······································ 

10日 Vm - - 152 164 
方父t置後 t5 [min] - - 2.0 2.0 

TMU 
1.0 

EUR 
1.0 

PR 
2.0 

ETU 
1.0 

46 47 40 48 

2. 試験項目
(1)加硫特性； 160℃ 

(2)ムー ニ ー スコ ー チ試験； ML 125℃ 

ーは測定不可(Vmが200オ ー バー）
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図1 !JI! 硫JIii線(40℃貯蔵前後）
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